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英
米
雨
園
所
得
税
の
特
徴

佐

伯

玄

洞

第
一
段

緒

論

第
て
先
進
列
強
の
税
制
研
究
の
必
要
|
|
我
が
圃
の
財
政

は
数
年
来
急
激
友
る
膨
脹
の
傾
向
を
辿
り
そ
の
絶
封
額
に
於
て

豆
大
な
る
数
字
を
示
し
た
ば
か
り
で
た
く
、
そ
の
賃
貸
的
内
容

英
米
雨
国
所
得
税
の
特
徴

陀
於
て
も
憂
慮
す
べ
き
数
多
の
問
題
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
・

昨
年
十
一
月
末
昭
和
八
年
度
抽
出
算
案
が
後
表
せ
ら
れ
そ
の
歳
出

総
額
が
二
十
二
億
数
千
寓
国
の
豆
額
に
上
り
そ
の
約
五
分
の
ニ

に
営
る
部
分
が
公
債
を
以
て
支
排
さ
る
L
こ
と
が
明
白
と
友
る

ゃ
、
我
が
闘
の
論
壇
は
之
等
の
諸
問
題
を
鵠
っ
て
非
常
た
る
活

気
を
呈
す
る
に
至
っ
た
。
然
る
に
今
や
議
曾
に
於
け
る
審
議
も

終
了
し
、
二
十
二
億
数
千
高
闘
に
上
る
大
強
算
は
多
少
の
異
論

は
め
っ
た
と
し
ご
も
無
事
成
立
佐
治
げ
余
点
賞
施
せ
ら
る
L
F
M

と
L
怒
り
、
批
判
論
難
の
時
期
を
過
ぎ
勝
に
賞
行
の
過
程
に
入

っ
て
ゐ
る
。
併
し
問
題
は
全
く
解
決
さ
れ
た
誇
で
は
た
い
。
五

額
の
公
債
費
行
に
よ
る
財
政
の
形
式
的
牧
支
の
均
衡
は
数
年
た

ら
や
'
し
て
百
億
園
の
公
債
負
擦
を
必
然
的
怒
ら
し
め
た
。

L

に
於
て
公
債
か
増
税
か
の
問
題
は
続
々
そ
の
重
要
性
を
累
加

し
、
赤
字
公
債
の
出
現
と
共
に
力
強
〈
唱
へ
ら
れ
て
来
た
年
来

の
増
税
論
は
盆
h

そ
の
勢
力
を
得
つ
L
あ
り
、
そ
れ
に
件
ふ
税

-
制
改
革
の
機
運
は
品
徐
々
濃
厚
と
友
り
つ
L
あ
る
@
而
か
も
今
や

枕
制
の
根
本
的
改
革
は
不
可
避
と
さ
へ
考
へ
ら
る
h

に
至
っ
て

ゐ
る
。

と

第
一
-
一
十
六
容

八
八
七

第
五
時
現

一
四
七



英
米
爾
圃
所
得
税
の
特
徴

我
が
園
に
於
け
る
税
制
の
根
本
的
整
理
の
主
張
は
既
に
長
い

間
韻
け
ら
れ
て
来
た
。
そ
し

τ
そ
れ
に
針
ナ
る
目
標
も
既
に
明

確
に
現
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
而
か
も
整
理
の
賞
際
は
建
々
と
し
て

進
ま
守
備
幾
多
の
問
題
を
未
解
決
の
中
に
残
し
て
今
日
に
及
ん

で
ゐ
る
。
然
る
に
今
や
財
政
の
危
機
に
直
面
し
て
税
制
の
根
本

的
改
革
は
必
至
の
吠
勢
の
下
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
時
に

A
V問
h

リ
先
議
列
附
加
の
税
制
在
詳
制
K
均
一
策
し
t
.
取
る
ぺ
砕
い
税
制

改
革
に
謝
す
る
参
考
資
料
を
供
す
る
乙
と
は
決
し
て
無
意
義
で

は
あ
る
ま
い
と
思
は
れ
る
。

第
二
、
英
米
所
得
税
研
究
の
必
要
|
|
『
今
日
各
闘
を
遁
じ

て
租
税
の
名
を
以
て
呼
ば
れ
て
ゐ
る
も
の
は
津
山
あ
る
。
併
し

税
質
、
税
格
か
ら
い
ふ
て
そ
の
王
座
を
占
む
る
も
の
は
所
得
税

で
あ
る
』
a

『
所
得
税
は
何
れ
の
固
に
於
て
も
租
税
制
度
の
根
幹

中
植
を
な
す
も
の
と
見
倣
さ
れ
、
租
税
制
度
中
所
得
税
の
占
む

る
地
位
如
何
に
よ
っ
て
税
制
の
良
否
を
判
断
せ
ら
る
L
扶
態
で

あ
舎
。
故
に
税
制
の
根
本
的
検
討
は
先
づ
所
得
税
か
ら
始
め
ね

ば
友
ら
な
い
。
然
る
に
所
得
税
は
現
在
世
界
の
殆
ん
ど
全
て
の

図
に
探
用
せ
ら
れ
、
そ
の
一
一
凶
財
政
上
に
占
む
る
意
義
は
必
ヂ

第
三
十
穴
巻

第
五
時
酬

八
八
八

一
四
八

し
も
同
一
で
は
た
い
。
そ
の
越
重
の
程
度
は
千
差
高
別
で
あ
る
@

そ
れ
は
固
よ
り
各
園
の
経
済
的
、
政
治
的
、
枇
舎
的
た
る
事
情

英
米
二
固
に
於
け
る
所
得
税
程
そ
の
税
制
中
に
占
む
る
地
位
。

高
き
も
の
は
た

wo
而
か
も
英
国
の
所
得
税
は
そ
の
歴
史
の
古

を
結
に
於
て
、
そ
の
組
織
の
極
め
て
寅
際
的
な
る
賠
に
於
て
注

目

ι慨
す
お
も
の
T
あ
り
、
米
闘
の
所
得
税
は
去
の
腔
史
側
め

て
新
し
く
未
だ
そ
の
停
統
の
長
き
を
誇
る
に
足
ら
や
と
難
も
、

そ
の
組
織
の
近
代
的
で
あ
り
、
そ
の
成
績
の
優
秀
友
る
賦
に
於

て
注
目
せ
ら
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。
と
れ
と
L
に
英
米
雨
閣
に

於
け
る
所
得
税
を
考
察
せ
ん
と
す
る
所
以
で
あ
る
。

右
に
漣
ぷ
る
が
如
く
、
英
米
雨
圏
に
於
け
る
所
得
税
は
い
づ

れ
も
大
怒
る
特
徴
を
有
し
充
分
研
究
に
領
す
る
も
の
と
息
は
れ

る
が
、
そ
れ
ら
は
夫
々
そ
の
根
本
的
建
前
を
異
に
し
、
従
っ
て

そ
の
組
織
を
異
に
し
て
ゐ
る
。
故
に
雨
園
に
於
け
る
所
得
税
の

組
織
を
同
時
に
叙
述
す
る
こ
と
は
事
賃
上
不
適
嘗
で
あ
り
、
且

困
難
で
あ
る
。
か
〈
て
と
L

に
は
便
宜
上
項
を
分
っ
て
別
々
に

説
明
を
た
し
、
然
る
後
雨
者
を
比
較
叫
制
限
し
て
夫
々
の
特
質
を

紳戸樽士現.fT徒側及其整理。
榊戸博士 i掲書三賀。
星野重樹税法。(現代法撃全集第二十三巻〉
P. -Haeiisel ;-be-r-si:aaishaushalt'und FlnaniSyst.cm Gro~I~~brit ;1nien!!・(l!andbuch
der Finanzwissenschaft. III. S目 700-9・):J. W. Hills and E. A.' F ellowes ; 
The Finance of Government. 1932. P. 61 : Stal:isti!lche. Reichsa皿t;Finanz 
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明
に
し
た
い
と
思
ふ
。

第
=
段

蓄
の
所
得
税7) 

第
て
英
国
の
所
得
税
の
組
織
|
|
英
閣
の
所
得
税
は
二
つ

の
部
分
か
ら
成
っ
て
ゐ
る
。
そ
の
一
つ
は
普
遁
所
得
税

(
Z
O
T
 

iijIJ ;:1 
渚 L
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li庁三
得抽
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Z罪
容 p

p遅
し工2
7F  
イ白塗 同
情 '

著 U
はどレ

ニで
二千あ
~号る
1;:1. 0 

上
の
所
得
を
そ
の
客
悼
と
す
る
の
で
あ
る
。

い
づ
れ
も
純
所
得

を
課
税
標
準
と
し
、
納
税
義
務
者
は
原
則
と
し
て
英
圏
内
K
居

住
す
る
者
及
び
英
国
内
に
あ
る
源
泉
よ
り
所
得
を
得
る
者
と
さ

れ
て
ゐ
る
。

第
二
、
普
遁
所
得
税

1
l普
遁
所
得
税
は
自
然
人
叉
は
法
人

の
全
て
の
所
得
を
そ
の
客
躍
と
す
る
の
で
あ
る
が
課
税
の
便
宜

上
之
を
五
種
類
な
伊
F
E
E
-
2
)
に
分
類
し
、
課
税
標
準
に
は
所

得
の
種
類
に
依
っ
て
賃
貸
債
格
叉
は
寅
牧
額
を
と
り
、
或
は
源

泉
課
税
法
に
よ
り
或
は
直
接
課
税
法
に
依
っ
て
専
ら
徴
税
上
の

効
川
米
を
期
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
此
の
揚
I
A
口
に
於
け
る
税
率
は
比

例
税
率
で
あ
っ
て
、
並
百
遁
に
は
標
準
税
率
・
(
缶
百
品
開
『
品
開
凶
器
)
と

英
米
岡
闘
所
得
税
の
特
徴

呼
ば
れ
毎
年
の
財
政
法
盲
目
ロ

g
g
〉
♀
)
を
以
て
決
定
さ
る
L

と
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。

(

註

)

は

全

て

白

所

得

を

五

種

頬

に

分

類

ナ

る

。

謂
は
Y

一
一
種
の
個
別
所
得
税
又
は
収
金
枕
の
集
成
で
あ
る
。

A

種
、
土
地
、
家
屋
等
白
所
有
よ
り
生
ず
る
所
得
》

B
種
、
土
地
の
占
有
よ
り
生
ず
る
所
得
。

C
種
、
国
債
利
子
、
年
金
等
白
所
得
。

D
種
、
高
工
業
所
得
及
ぴ
そ
の
他
白
所
得
。

E
種
、
俸
給
所
得
。

出

n
F
2凶
ロ
】
何
回
〕
百
円

α阿国

お
の
叩
ハ
及
び
日

υ池
常
賃
貸
倒
裕
社
説
枕
棋
準
λ
し
、
干
の
賃

貸
債
格
は
三
年
毎
に
調
査
決
定
せ
b
る
L

こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
そ

の
他
の
も
の
は
毎
年
白
資
額
或
は
橡
算
を
課
税
標
準
と
ナ
る
。
而
し

て
A
、
c
、
E
に
於

τ
は
原
則
と
し
て
源
泉
課
税
白
方
法
に
よ
る
の

で
あ
る
が
、
他
は
直
接
課
税
の
一
方
法
に
よ
る
。

普
通
所
得
税
の
税
率
は
年
-
々
の
財
政
法
に
依
う
て
決
定
苫
る
ふ
の

で
あ
る
が
、
一
九
一
一
一
一
年
度
以
来
白
積
率
を
丸
れ
ば
失
の
如
〈
で
あ

る。

一
棟
に
付

一
九
一
三

l
一
四
年

一
九
一
四

l
一
五
年

一
九
一
五

l
一
六
年

一
九
一
六

l
一
八
年

一
九
一
八
|
一
一
一
一
年

一
志
ニ
片

一
志
三
片

二
志
六
片

五
志
六
志

五
・
八
四
%

六
・
ニ
五
%

一
二
・
五
O
M同

二
五
・
O
O
V
N

一一一
0
・0
C
M
F

" " " 

第
三
十
六
容

第
五
時
蜘

四

九

八
八
九
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突
米
岡
凶
問
所
得
税
白
特
徴

一
九
二
二
|
一
一
一
一
一
年

一
九
二
一
一
一
|
二
五
年

一
九
一
一
五

l
三
O
年

一
九
三
O
|
コ
二
年

一
九
三
一
ー
一
三
二
年

二
五
・

o
o，
%
'

" 

五
志
同
志
六
片

問
志
川
志
六
片

五
志

三
五
・
0
0
%

" 

二
二
・
五
O
%

" 

二

0
・o
c
%

" 

ニ
ニ
・
五
O
%

" 

納
税
義
務
者
四
範
聞
は
諸
外
闘
の
そ
れ
と
大
同
小
異
で
あ
る
。
大

情
人
的
方
四

(EPコ子
M
Z
E出
向
島
自
主
主
吻
的
方
面
(
【
}
同
抗
日

E
E窃
I

E
2
r自
巳
・
)
の
南
方
町
か
ら
規
定
古
れ
て
ゐ
る
凶

以
上
に
依
っ
て
明
か
な
る
如
く
、
英
図
の
普
通
所
得
税
は
長

き
偉
統
の
基
礎
に
立
ち
、
桜
め
て
効
果
的
た
る
組
織
を
有
す
る

の
で
あ
る
が
、

の
歓
黙
と
も
云
ふ
べ
き
乙
と
は

そ
の
唯

mnr白
血

E
-自
由
〕
『
間
門
町
ロ
戸

に
依
れ
る
結
果
、
物
税
的
な
従
っ
て
牧
径

税
的
な
色
彩
濃
厚
に
し
て
一
見
普
遁
所
得
税
に
於
け
る
負
搭
の

遁
正
を
疑
は
し
む
る
こ
と
で
あ
る
。

と
の
黙
に
閉
し
て
は
穫
々

の
見
地
よ
り
批
評
せ
ら
れ
得
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

-
と
の
賦
に
闘
す
る
批
評
を
五
鵠
な
ら
し
む
る
た
め
に
は
夏
に
国
民

税
制
度
の
存
在
を
瑚
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
卸
占
h
J

各
種
類
に
つ

き
比
例
税
率
を
以
て
一
謄
課
税
せ
ら
れ
た
各
種
所
得
は
納
税
者

の
申
告
を
基
礎
と
し
て
綜
合
せ
ら
れ
、
更
に
之
に
針
す
る
人
的

第
三
十
六
巻

八
九

O

第
五
披

一
五
Q

要
素
の
加
味
、
(
動
勢
所
得
軽
課
、
扶
養
家
族
に
封
す
る
時
酌
、
最
低

生
活
費
の
控
除
等
)
が
行
は
れ
、
そ
の
結
果
前
に
徴
牧
し
た
る
税

額
が
こ
の
場
合
の
課
税
所
得
に
封
す
る
税
瀬
に
超
過
す
る
場
合

に
い
は
そ
の
超
過
額
だ
け
沸
燥
す
乙
と
L
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
か
く
て
普
通
所
得
税
に
於
け
る
物
税
的
友
色
彩
は
幾
分
解

消
さ
れ
、
結
局
に
於
て
不
十
だ
分
?
は
あ
る
け
れ
ど
も
人
続
的
の

も
の
と
左
り
多
少
小
所
得
締
課
の
目
的
を
達
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る。(
註
)
英
国
の
普
遁
所
得
税
は
そ
の
積
類
に
よ
り
或
は
源
泉
課
税
法

に
よ
り
或
は
直
接
課
税
法
に
よ
り
標
準
税
率
を
遁
用
し
て
一
際
課
税

す
る
仕
組
事
に
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
肢
に
遁
ぷ
る
が
知
〈
で
あ
る
が
、

か
〈
で
救
納
さ
れ
た
税
額
は
総
で
の
所
得
を
綜
合
し
之
に
各
種
の
人

的
要
素
を
加
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
た
る
枕
績
を
超
過
す

る
の
が
普
通
で
あ
る
。
従
う
て
掛
酌
せ
ら
る
べ
き
個
人
的
事
情
を
有

す
る
も
の
は
抽
個
所
得
の
申
告
と
同
時
に
之
等
の
事
情
を
申
告
し
て
控

除
を
請
求
す
る
こ
と
L

な
つ
で
ゐ
る
。
か
〈
の
知
〈
し
で
超
、
過
収
納

税
額
四
一
抑
戻
き
る
L

も
の
は
年
々
多
額
に
上
る
の
で
あ
る
が
、
一
九

二
ニ
|
二
三
年
に
於
け
る
梯
戻
額
は
取
納
税
額
の
一
七
%
郎
ち
五
千

三
百
五
十
高
携
に
上
り
そ
の
請
求
者
は
貨
に
百
五
十
薦
人
の
多
数
を

算
し
て
ゐ
る
。

H. Arendt; Entwicklung und innerer Aufbau d川町，gli!;chenEinkommensteller 
1931. 
W. E. Sn.:'Jling; Dictionary of Income Tax ;:，nd Rllr・'I'ax"Pract:ice. 1931. 
E. M. Taylor and V. H. M. Bayley; Income Tax and Sur. Ta". 1930. 
H. B. Spaulding; The Income Tax in Gre::u Britain nnd the Unitec¥ State!:i. 
1927・



英
国
の
所
得
税
に
於
て
掛
酌
せ
ら
る
与
個
人
的
事
情

(
イ
)
動
勢
所
得
に
謝
し
て
は
そ
の
六
分
の
一
の
控
除
を
許
す
。
但

し
そ
の
控
除
額
は
二
百
五
十
時
時
を
限
度
と
ナ
る
。
術
妻
白
血
郵
勢
所

得
に
罰
し
て
は
十
分
の
九
白
一
控
除
を
許
す
が
、
そ
の
控
除
額
は
四

十
五
時
時
を
趨
ゆ
る
を
得
な
い
。

(
ロ
)
扶
養
家
族
中
所
得
六
十
棟
以
下
の
子
女
に
し
て
十
六
歳
未
満

又
は
在
事
中
白
者
に
輸
し
て
は
最
初
の
一
人
に
付
三
十
大
詰
明
、
そ

れ
以
外
白
も
白
は
ニ
十
七
祷
の
控
除
を
許
し
、
所
得
五
十
時
以
下

に
し
て
且
自
語
能
カ
な
き
扶
養
親
族
代
謝
し
て
同
一
人
K
付
二
寸

五
時
、
育
児
又
は
来
事
管
理
の
た
め
岡
田
川
ナ
る
婦
人
に
到
し
て
は

一
人
に
付
六
十
時
の
控
除
を
認
め
る
。

(
ハ
)
最
低
生
活
費
と
し
て
濁
身
者
に
到
し
で
は
百
三
十
五
椋
、
夫

婦
生
活
者
に
艶
し
て
は
二
百
二
十
五
時
時
白
控
除
が
許
さ
れ
る
。

以
上
普
通
所
得
税
の
組
織
の
概
要
を
漣
ぺ
若
干
そ
の
特
質
を

考
察
し
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
附
加
所
得
税
の
組
織
及
び
特
質

を
究
明
す
る
。

第
三
、
附
加
所
得
税
1

1附
加
所
得
税
は
普
通
所
得
税
と
異

り
二
千
勝
以
上
の
所
得
を
そ
の
客
閣
と
す
る
。
而
か
も
普
通

所
得
税
が
自
然
人
の
所
得
及
び
法
人
の
所
得
に
射
し
何
等
の
差

別
た
〈
遁
用
せ
ら
る
h

に
反
し
、
附
加
所
得
税
は
自
然
人
の
所

得
に
の
み
課
せ
ら
る

L
も
の
で
あ

V
。
税
率
は
超
過
額
累
進
で

英
米
間
国
所
得
税
の
特
徴

あ
り
、
大
所
得
者
に
は
桜
め
て
高
き
税
率
が
課
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

是
に
依
っ
て
之
を
見
れ
ば
附
加
所
得
税
は
一
定
額
以
上
の
個
人

所
得
に
劃
し
て
系
準
率
を
課
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
人
税
左

し
て
の
所
得
税
の
本
領
を
十
分
に
護
揮
せ
る
も
の
と
云
ふ
ぺ
く
、

各
人
の
負
権
能
力
に
熔
や
る
課
税
を
泣
す
も
の
と
い
ふ
こ
と
が

出
衆
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
品
耳
目
遁
所
得
税
の
構
成
と
併
せ
考

に
推
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

ふ
る
な
ら
ぽ
英
悶
所
得
税
の
最
高
目
擦
が
何
で
あ
る
か
は
容
易

(
註
)
一
丸
一
ヱ
0
年
度
に
於
け
る
附
加
所
得
税
目
税
寄

二、

8
3・
信
用
司
一
え
ニ
、
五
ロ
ロ
曹
に
手
ゐ
会
長
明
】
諒
一
ド
付
一
志

一
志
コ
一
片

二
志
三
志
三
志
六
片

岡
志
五
志
五
志
六
片

六
志
六
志
六
片

七
士
山

七
志
六
片

五
、
ロ
ロ
(
)

=
.
五
(
ソ
口

" 

" 

" 

Z
、
(
)
(
]
(
)

回
、
口
口
口

" 

" 

玉、口〔){〕

回
、
ロ
ロ
{
)

" 

" 

" 

玉
、
ロ
ロ
{
]

六
、
(
〕
口
口

肉、口(〕{〕

" 

" 

" 

入
、
ロ
ロ
ロ

" 

" 

" 

一
ロ
ョ
ロ
己
(
〕

八
、
つ
己
司

" 

" 

" 

ーァ一
三三凶Cコ、、
Cコ Cコ
Cコ o
<::> cコ

一五、口{〕(〕

" 

" 

" 

=
口
、
ロ
ロ
ロ

" 

" 

" 
畠
(
〕
、
口
{
〕
口

-
一
口
、
ロ
ロ
ロ

" 

" " 

" 

" 

車
口
、
(
〕
ロ
ロ

五(〕、{〕口一〕

" 

五
司
、
ロ
ロ
ロ
を
坦
ゆ
る
金
額

" 

" 

第
一
三
十
大
倉

第
五
披

五

i¥ 
九

コ匂

ヱエ 三五己
9t 9& 

一口・

0μ
一手口

μ

一
七
・
五
，
M
F

-一口・
D
M戸

一一手

C
M

一
石
・
五
%

Z

ロム
d
F

Z
-
一
・
五
%

霊
・
ロ

JM

君
主
d
F

F. Meisel'; Bril ische 'uud DC'"utsche Einkmnmensteuer. 1925 
O. Buhler; Die englische Einkommenstetler. 1925. 
R. Staple!:i; Income Tax :lnd Sllper Tax.， Law and _ Cas.εs. 19Z5・
B. MolI; LehriJuch der FinaozwissenschaJ:l. 1930. S. 5~8 刊.
E王 Arendt;a. a. O. 40仔 H.B. Sp.ul<l.ing;' op. cit. P. "38. 
H. Arendt; a. a. O. S. 14・
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英
米
爾
同
所
得
税
の
特
徴

第
四
、
英
図
所
得
税
の
特
徴
!
!
英
闘
の
所
得
税
制
度
を
全

穏
に
亘
っ
て
通
観
す
れ
ば
、
先
づ
そ
の
基
調
と
し
て
物
税
的
な

組
織
を
採
り
専
ら
遁
腕
の
少
か
ら
ん
こ
と
を
期
待
せ
る
に
拘
ら

十
、
結
局
に
於
て
は
人
税
的
分
子
を
加
味
す
る
こ
と
に
依
っ
て

感
分
負
踏
の
現
想
を
貧
現
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
と
と
を
知
る
の
で

あ
る
。
即
ち
、
普
通
所
得
税
に
於
て
は
小
所
得
軽
課
の
主
旨
を

賢
明
小
川
ん
と
し
、

同
町
斤
1

日
子
位

ζ
p
c
I
K
庁
na吉
日
ホ
〉
盟
問
山
田
U

川
円

1
r
Y
4
4白
f
』

l
t刈
p
t
Jフ
日
J
d
fニ
l
h

コトn
n
u
t札
坤
d

を
強
抑
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
英
圃
の
所
得
税

の
特
徴
と
す
る
所
は
亜
日
湿
所
得
税
に
配
す
る
に
附
加
所
得
税
を

以
て
し
、
二
段
の
構
へ
に
依
っ
て
租
税
の
最
高
原
則
を
賓
現
せ

ん
と
せ
る
と
と
で
あ
り
、
更
に
叉
普
遁
所
得
税
に
於
て
∞
口
F
O』

内出己
O
∞
日
『
国

H
O
自

を
採
用
し
て
あ
ら
ゆ
る
所
得
を
把
捉
し
以
て
税

牧
入
の
大
抵
ら
ん
と
と
を
期
し
同
時
に
負
擦
を
公
卒
た
ら
し
め

ん
と
し
て
ゐ
る
と
と
で
あ
る
。

第
三
段

米
闘
の
腕

護Hi)

第
一
、
米
国
の
所
得
税
の
組
職

l
l米
関
の
所
得
税
は
と
れ

を
個
人
に
謝
す
る
所
得
税
ム
」
法
人
に
劃
す
る
所
得
税
と
に
分
つ

第
三
十
六
拳

第
五
披

'E. 

八
九

こ
と
が
向
来
る
。
個
人
に
劃
す
る
も
の
は
夏
に
普
通
所
得
税

(
Z
2呂
田
て
ロ
と
と
附
加
所
得
税
(
∞
ロ
?
吋
戸
岡
)
と
に
分
た
れ
る
。

前
者
は
個
人
の
全
所
得
を
そ
の
客
牒
と
し
、
後
者
は
一
高
指
以

上
の
個
人
所
得
を
そ
の
客
慢
と
す
る
の
で
あ
る
。

第
二
、
個
人
所
得
税

l
l個
人
所
得
税
中
普
遇
所
得
税
ほ
個

人
の
純
所
得
を
そ
の
客
棋
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
課
税
に
常
つ

七
は
雄
々
の
個
人
的
事
情
の
制
附
〈
防
外
所
得
柳
時
諜
・
仲
前
橋
家
族
に

謝
ナ
る
控
除
、
最
低
生
活
賀
の
免
除
等
)
を
行
ふ
。
税
率
は
小
所
得

者
軽
課
の
問
的
か
ら
所
得
額
の
最
一
初
の

四、

0
0
0掃
に
勤
し

て
は
了
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
突
の
四

.
0
0
0弗
に
針
し
℃
は

パ
ー
セ
ン
ト
、
其
超
過
額
に
封
し
で
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
友
つ

て
ゐ
る
。
突
に
附
加
所
得
税
は
一
高
務
以
上
の
大
所
得
を
そ
の

客
様
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
所
得
階
級
は
一
一
十
の
多
き
に

分
冗
れ
そ
の
税
率
に
は
強
き
超
過
額
累
準
家
一
・
が
採
用
さ
れ
て
ゐ

る。〈
註
)
普
通
所
得
税
に
於
け
る
個
人
的
事
情
の
翻
酢

〈
イ
〉
勤
勢
所
得
に
封
し
で
は
之
に
謝
す
る
税
額
の
四
分
白
一
回
控
除

を
許
す
。
而
し
て
一
般
に
は
五
千
弗
以
下
の
個
人
所
得
は
全
て
之

を
勤
勢
所
得
と
見
倣
し
、
五
千
弗
を
超
ゆ
る
も
の
に
就
で
は
そ
の

英閣の所得税に ScheduleSystemの姶めで採用雪れたのは 1803年のと主で
あヲで、その後の改正に於でも捨て bれず今日に及んでゐる。
H. B. Spaulding; op・cit.P. 21. 
H. B. Spaulding; Op. cit. P. 21， 
E王B.Spaulding; Op. cit. P. 19 -20. 
W. E. Snelling; op. cit. P. 162見 W.Lotz; r'illal1zw;ssenschaft.. 1931. S. 
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中
五
千
弗
だ
け
を
動
勢
所
得
と
見
倣
す
の
で
あ
る
。
併
し
三
高
弗

を
趨
ゆ
る
所
得
は
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
こ
れ
を
動
勢
所
得
と

認
め
な
い
こ
主
A

な
っ
て
ゐ
る
。

円
ロ
)
扶
養
家
族
に
劉
ナ
る
控
除
と
し
て
は
、
扶
養
家
族
中
十
八
オ
未

満
白
者
又
は
自
精
能
力
な
き
不
具
療
疾
者
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
ら

の
一
人
に
付
四
百
弗
白
控
除
を
許
す
。

門

ρ

)

最
低
生
活
賓
と
し
て
は
濁
身
者
に
謝
し
て
千
五
百
弗
、
家
長
及

夫
婦
同
居
者
に
費
し
て
は
=
一
千
五
百
弗
が
免
税
せ
ら
れ
る
。

附
加
所
得
税
白
税
牽

一
.
0
0
0
0
弗
を
越
え
一
閥
、
。
0
0
弗
に
五
る
金
瀬
一
ガ

ニ
千
弗
毎

κ
一
%

を
進
む

四
千
弗
毎
に
一
%

を
準
む

一
七
%

一
八
%

一
九
%

三

ouh

一、四

0
c
c

二
四
、

o
o
c
" 

二
四
、
0
0
0

六
回
、

0
0
0

" 

六
四
、

0
0
0

七
O
、0
0
0

八

O
、0
0
0

八

O
、0
0
0

一0
0
、0
0
0

一
0
0
、0
0
0弗
を
超
ゆ
る
金
額

" 

七
O
、0
0
0

" 

'・

" " 

第
三
、
法
人
所
得
税
|
|
次
に
所
得
税
は
法
人
の
純
所
得
を

そ
の
課
税
標
準
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
所
得
の
計
算
方
法

は
個
人
所
得
税
に
於
け
る
と
何
等
異
る
所
は
た
い
。
而
か
も
街

法
人
所
得
を
個
人
所
得
よ
り
恒
別
し
て
取
扱
ふ
所
以
の
も
の
は
、

英
米
商
圏
所
得
税
白
特
徴

法
人
を
以
て
経
桝
上
個
人
と
は
異
る
性
質
を
有
す
る
も
の
と
た

す
か
ら
で
あ
る
。
法
人
所
得
税
に
於
け
る
税
率
は
劃
一
的
た
比

例
税
率
で
あ
る
が
、
そ
の
割
合
は
個
人
所
得
税
と
の
均
衡
上
極

め
て
高
〈
定
め
ら
れ
冗
ゐ
る
。
現
行
法
に
於
け
る
税
率
は
一
二

月

1
セ
ン
ト
で
あ
る
。

第
四
、
米
園
所
得
税
の
特
徴
|
|
以
上
米
国
の
所
得
を
個
人

所
得
税
、
法
人
所
得
枕
の
二
つ
に
分
っ
て
見
た
の
で
あ
る
が
、

要
之
米
岡
の
個
人
所
得
税
は
原
則
と
し
て
申
告
を
基
礎
と
す
る

綜
合
課
税
主
義
卸
小
h
d

甲
前
進
税
率
の
前
一
肘
に
依
り

lm分
負
師
闘
の
蹄

則
を
寅
現
ず
る
こ
と
に
努
力
し
、
人
税
的
色
彩
を
強
〈
示
し
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
米
国
の
個
人
所
得
税
は
理
論
上
所

得
税
の
理
想
現
態
と
い
ふ
と
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
申
告

に
慕
〈
綜
合
課
税
主
義
を
採
用
せ
る
営
然
の
結
果
と
し
て
之
に

伴
ふ
弊
害
を
避
け
る
と
と
が
同
来
友
い
の
で
あ
る
凶
加
之
、
国

債
利
子
所
得
を
全
然
免
税
ム
」
し
、
舎
枇
配
営
金
を
普
通
所
得
税

よ
り
除
外
せ
る
乙
と
に
よ
っ
て
理
想
と
し
た
と
と
ろ
は
夏
に
歪

め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
も
併
し
い
づ
れ
に
せ
よ
米
国
の
所
得

税
の
有
す
る
最
大
の
特
徴
は
綜
合
課
税
主
義
の
基
礎
に
立
て
る

第
三
十
六
血
管

八
丸
=
一

第
五
披

ヨi.

472仔.
H. Arendt; a.ιo. S. 66-73 
R. Strec1，e; Die Bunde::s-Einl日)mmen吐eL¥CI'der '1'ereinigten Sta.aten von Ameri-
k，. 1931. 
G. A. Spaulding; Federal Income T:lxation. 1931. 
E. L. Kohler; Federal Income Taxes. :1 9"7. 
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英
米
両
国
所
得
税
の
特
徴

と
と
で
な
け
れ
ば
友
ら
た
い
。

第
四
段

英
米
両
国
の
所
得
税
の
比
較

以
上
に
於
て
我
々
は
英
米
の
所
得
税
を
そ
の
大
憶
に
つ
い
て

考
察
し
そ
の
組
織
の
概
要
を
知
っ
た
の
で
あ
る
が
、
両
者
は
一

兄
極
め
て
相
似
た
る
組
織
を
有
し
て
ゐ
る
や
ろ
に
見
え
る
。
菅

沼
所
得
税
也
附
加
所
得
税

P
町
民
せ
し
仏
川
一
た
る
貼
に
は
間
亡
、
そ

の
所
得
の
計
算
に
於
て

οEo=gpg-片
を
採
用
せ
る
黙
に
於

て
金
〈
同
一
の
機
構
を
有
す
る
か
と
思
は
れ
る
。
併
し
そ
れ
は

皮
相
た
る
観
察
の
結
果
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
仔
細
に
観

察
す
る
時
は
全
然
相
異
る
原
理
の

k
k
立
ち
、
査
〈
異
る
組
織

を
有
す
る
と
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

第
て
英
図
所
得
税
の
基
調
と
態
様

1
|英
図
の
所
得
税
は

個
別
所
得
税
を
士
事
と
し
て
之
に
配
す
る
に
一
般
所
得
税
を
以

て
し
、
前
者
に
於
て
は
法
人
所
得
、
個
人
所
得
の
隠
別
た
〈
源

泉
課
税
主
義
を
通
用
し
て
専
ら
運
脆
の
少
か
ら
ん
と
と
を
期
し
、

然
る
後
複
雑
た
る
手
簡
き
を
経
て
人
税
的
要
素
を
加
味
す
る
と

と
に
よ
り
僅
か
に
物
税
的
友
快
黙
を
修
正
し
、
更
に
後
者
に
於

で
綜
合
系
準
の
方
法
を
と
り
人
税
と
し
て
の
所
得
税
を
活
用
し

第
一
一
一
十
六
巻

八
九
州

第
五
披

干T

1"1 

て
雨
者
の
長
短
を
相
楠
ふ
組
織
と
左
っ
て
ゐ
る
。
か
く
て
英
闘

の
所
得
税
に
於
て
は
普
通
所
得
税
が
附
加
所
得
税
の
前
認
と
な

り
、
牧
谷
税
鰹
釆
を
以
て
一
般
所
得
税
を
補
完
す
る
揚
色
よ
り

も
夏
に
緊
密
友
る
程
度
に
於
て
補
完
の
任
務
を
果
し
、
雨
h
相

倹
っ
て
揮
然
た
る
一
般
と
し
て
そ
の
使
命
を
川
市
す
離
に
於
て
確

か
に
濁
特
の
存
布
た
る
を
失
は
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
て
『
英

閣
の
所
得
挽
は
仙
川
本
忠
何
台
の
交
代
す
る
慨
に
治
作
せ
ら
れ
た

る
家
屋
の
如
く
外
観
樹
め
て
被
雑
に
し
て
態
様
整
は
や
と
雄
も

そ
の
利
便
極
め
て
大
に
し
て
官
用
的
友
り
』
と
い
ふ
評
言
の
遁

切
な
る
所
以
を
知
る
の
で
あ
る
。

第
二
、
米
国
所
得
税
の
基
調
と
態
様
|
|
之
に
反
し
て
米
闘

の
所
得
税
は
個
人
の
所
得
と
法
人
の
所
得
と
を
国
別
し
、
共
に

綜
合
課
税
の
方
針
に
よ
る
と
は
云
へ
別
々
の
税
率
を
趨
用
し
、

根
本
的
に
そ
の
取
扱
ひ
を
異
に
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、

闘
個
人
所
得
税
に
於
て
は
普
遁
所
得
税
と
附
加
所
得
税
を
分
ち
小

所
得
鰹
課
の
主
旨
を
明
に
し
、
夏
に
強
き
累
進
税
率
を
採
用
し

て
大
所
得
重
課
の
思
殺
を
表
し
人
税
と
し
て
所
得
税
の
特
色
を

登
輝
し
て
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
併
し
、
法
人
所
得
税
に
於
て

は
比
例
校
卒
を
採
用
し
て
極
め
て
原
始
的
友
方
法
に
よ
り
、
所

H. B. Spauldmg; The Inc訓 neTflX in Great B-rua:ln and the United Sattes. 
'927. 
R. M. J主aig;The Federal Income Tax. 1921. 
G. A. Spaulding; Op. cit. P. 33-34・
R. Strecke; a. a. O. S. 79 R.: G. A. Spa111ding; op. cit: P. 24・27.
R. Strecke; a. a. O. S. 82.日・ G.A. dpauldiIlg; op. dl. P. '51. ff. 



得
税
の
名
に
償
し
な
い
態
様
を
示
し
て
ゐ
る
。

第
二
一
、
英
米
雨
闘
の
所
得
税
の
比
較

l
l要
之
英
闘
の
所
得

税
は
長
き
偉
統
を
重
ん
じ
分
類
主
義
(
∞

ng含
-
0
3田
吉
田
)
に

依
れ
る
黙
に
於
て
、
或
は
極
め
て
庚
き
範
園
に
亘
っ
て
源
泉
課

税

3
5唱
官
報
巳

F
E
U
)
の
適
用
を
た
せ
る
離
に
於
て
、
或

は
叉
そ
の
税
率
は
年
々
の
財
政
法
(
司
】

E
E
g
k
r与
に
よ
っ
て

決
定
せ
ら
れ
そ
の
時
そ
の
時
の
財
政
的
需
要
に
臨
順
守
る
仕
組
み

と
た
れ
る
賦
に
於
て
、
大
た
る
特
色
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

之
に
劃
し
て
米
岡
の
判
得
税
は
陳
列
と
し
て
綜
合
規
税
七
議

部

(
}
日
吉
宮
E
B
B
2
Z
S
K
依
り
、
あ
ら
ゆ
る
所
得
を
申
告
に
基

い
て
綜
合
し
、
累
進
税
率
を
適
用
し
て
感
分
負
擦
の
目
的
を
逮

せ
ん
と
し
て
ゐ
る
。
而
か
も
税
率
は
年
々
改
正
せ
ら
る
t
h

と
と

怒
く
一
定
期
間
据
置
か
る
L

こ
と
を
普
通
と
す
る
。
従
っ
て
米

間
の
所
得
税
は
英
図
の
そ
れ
に
比
す
れ
ば
全
〈
異
る
基
調
に
立

つ
も
の
で
あ
り
、
異
る
類
型
を
代
表
す
る
も
の
と
云
ふ
と
と
が

出
来
る
。
?
今
と
の
こ
っ
の
類
型
を
比
較
す
る
に
夫
々
得
失
あ
り
、

に
は
か
に
そ
の
優
劣
を
断
や
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
的
、
共
に

一
慮
分
負
携
を
そ
の
目
標
と
せ
る
貼
に
於
て
は
同
一
に
し
て
、
只

異
る
所
は
そ
の
目
的
を
達
せ
ん
と
す
る
仕
組
み
に
あ
い
と
い
ふ

英
米
商
圏
所
得
税
回
一
特
徴

こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
是
非
の
論
は
い
づ
れ
が
よ

と
賓
際
に
於
て
そ
の
日
的
を
賓
現
し
つ
L
あ
る
か
に
か
L
る
の

で
あ
る
。
併
し
た
が
ら
こ
の
雨
者
が
夫
々
異
る
方
法
、
具
る
組

織
を
有
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
夫
K

そ
の
歴
史
的
背
景
を
異
に

し
、
経
済
的
、
政
治
的
並
び
に
杜
曾
的
事
情
を
異
に
す
る
が
た

め
で
あ
っ
て
、
そ
の
線
曲
す
る
所
は
極
め
て
遠
く
且
深
い
の
で

あ
る
。
故
に
そ
の
比
較
論
評
も
亦
そ
こ
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
と

を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
、

と
L
忙
は
理
論
的
中
止
旧
明
か
ら
一

目
〉

;
5
・

・

・

6

1

》

，R
1
r
t
u州
事
乱
t

均
す

K
v此
託
旬
。
〈

思
ふ
に
英
園
の
所
得
税
も
米
闘
の
所
得
税
に
夫
々
長
所
を
有

す
る
と
同
時
に
短
所
を
有
し
て
ゐ
る
。
而
か
も
夫
々
の
有
す
る

長
所
は
同
時
に
短
所
で
あ
る
。
創
ち
、
英
闘
の
所
得
税
に
於
貯

る
分
類
主
義
、
こ
れ
に
件
ふ
比
例
税
率
に
よ
る
源
泉
課
税
主

義
は
極
め
て
効
果
的
た
る
徴
税
法
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
負
櫓

の
公
卒
と
い
ふ
貼
に
於
て
は
疑
問
の
絵
地
あ
る
も
の
と
云
ふ
べ

く
、
従
つ
で
そ
れ
が
人
的
所
得
税
と
し
て
そ
の
使
命
を
果
す
た

め
に
は
庚
税
と
い
ふ
が
如
き
面
倒
た
る
手
韻
き
を
必
要
と
し
、

そ
の
結
栄
一
般
納
税
者
は
正
確
に
自
己
の
税
額
を
算
出
す
る
と

と
が
出
来
な
い
と
い
ふ
乙
と
に
友
る
の
で
あ
る
。
叉
米
闘
の
所

第
三
十
六
巻

八
九
五

第
五
披
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英
米
爾
圃
所
得
税
白
特
徴

得
税
に
於
け
る
綜
合
系
蓬
課
税
は
理
論
的
に
は
懸
分
負
婚
の
理

想
を
寅
現
す
る
に
最
も
遁
営
た
る
方
法
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
貫

際
に
於
て
は
少
か
ら
ざ
る
遺
脱
の
行
は
る
冶
こ
と
を
如
何
ー
と
も

す
る
と
と
が
出
来
た
い
。
而
か
も
税
制
の
寅
際
に
つ
い
て
見
る

に
徹
底
的
た
る
綜
合
累
護
課
税
主
義
は
園
債
利
子
に
叫
劃
す
る
免

税
に
依
っ
て
破
れ
、
法
人
所
得
に
針
ず
る
比
例
税
率
の
探
用
に

よ
っ
て
著
し
く
歪
曲
せ
ら
れ
、
更
に
園
税
と
し
て
の
一
般
所
得

税
佐
補
完
す
ぺ
者
収
得
税
際
糸
の
存
吐
ず
お
に
と
に
依
っ
て
鈴

，R

不
公
平
た
る
結
果
を
招
来
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
而
か
も
最

近
経
済
社
舎
の
準
歩
に
件
ひ
動
的
資
本
は
益
々
増
加
す
る
傾
向

に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
申
告
を
基
礎
と
す
る
綜
合
課
税
主
義
は

か
L

る
動
的
資
本
よ
り
の
所
得
を
完
全
に
捉
へ
る
と
と
が
出
来

な
い
の
で
あ
る
時
か
〈
考
ふ
に
於
で
は
い
づ
れ
の
所
得
税
が
優

っ
て
ゐ
る
と
も
断
や
る
と
と
は
径
々
困
難
と
友
る
の
で
あ
る

が
、
最
近
経
済
社
舎
の
愛
展
傾
向
陀
鑑
み
、
夏
に
叉
課
税
技
術

の
幼
稚
友
る
と
と
、
租
税
道
義
の
秘
め
て
低
〈
個
人
の
所
得
妖

国態
の
暴
露
を
厭
ふ
風
習
等
よ
り
考
ふ
れ
ば
、
英
図
所
得
税
は
習

ふ
べ
き
幾
多
の
も
の
を
保
有
す
る
か
に
見
え
る
。

第
三
十
六
巻

八
丸
六

第
五
就

ヨ1.
ノ、

第
五
段

結

論

以
上
英
米
の
所
得
税
制
度
の
概
要
を
考
察
し
、
夏
に
そ
の
特

質
を
比
較
し
て
英
闘
の
所
得
税
の
賞
際
的
友
る
に
謝
し
て
米
園

の
所
得
税
の
迎
想
的
な
る
を
見
た
。
か
く
て
視
在
の
如
〈
租
税

道
義
の
極
め
て
低
く
徴
税
技
術
の
幼
稚
左
る
時
代
に
於
て
は
英

図
式
所
得
税
の
効
果
的
な
る
を
知
っ
た
。

我
が
闘
に
於
け
る
税
制
整
理
の
機
運
は
赤
字
財
政
と
共
に
盆

々
殻
展
し
つ
L
あ
る
。
そ
し
℃
赤
字
財
政
の
切
貨
危
る
要
求
は

税
制
改
革
に
一
つ
の
新
し
い
問
題
を
課
し
つ
L
あ
る
。
土
方
成

美
博
士
は
最
近
の
論
文
『
謀
れ
る
税
制
改
革
の
方
向
』
に
於
て

近
代
税
制
改
革
の
目
標
を
論
じ
、
現
代
の
経
済
組
織
は
個
人
に

於
て
あ
ら
ゆ
る
所
得
を
綜
合
す
る
こ
と
を
益
h

不
可
能
な
ら
し

め
つ
L
あ
る
こ
と
、
そ
の
結
果
負
婚
の
公
卒
は
愈
h
寅
現
困
難

と
た
り
つ
L
あ
る
と
と
を
指
摘
し
、
以
て
現
在
我
が
固
に
於
て

見
る
が
如
き
総
合
課
税
主
義
の
修
正
せ
ら
る
ぺ
き
所
以
を
明
に

し
、
人
的
所
得
税
よ
り
物
的
所
得
税
へ
の
縛
向
を
提
唱
せ
ら
れ

て
ゐ
る
。
そ
の
論
旨
の
是
非
は
姑
〈
措
く
も
、
赤
字
財
政
の
切

貨
危
る
要
求
に
促
さ
れ
て
税
制
改
革
が
新
し
い
目
標
の
下
陀
行

は
れ
ん
と
す
る
傾
向
あ
る
と
と
は
否
定
し
難
い
。
か
く
て
盆
々

英
園
所
得
税
の
存
在
を
憶
ひ
出
す
の
で
あ
る
。

(
一
九
三
三
、
二
、
二
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